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　　　　　　第 1 章　緒言 　文献概要

　糖代謝に 於 て そ の 血 糖の 意義は ，生体の 血 糖恒常機構

に從い ， 動的平衡を保ち生命の 維持の 爲 の 需 要 ， 供給が

爲さ れ る推移の 指標 と見 られ る 点に あ る．

　 こ の 恒 常調節機構 は数 多 の 研 究に 依 り解明せ ら れ っ っ

あ るが ， 此 の 調節 に 内分泌支配 が 重要な役割を占め る 事

は 云 う迩もな い ．

　殊 に 女性 に 於
・
け る 内分 泌腺の 周期的変動や，妊娠中の

内分 泌環境 が 正常非妊時に 比 し著る し く様相 を 異 に す る

事 は 多 くの 研 究 に 依 り現在確認せ られ て い る．

　即 ち卵藁 との 関 係に っ い て 去勢叉 は 卵集機能不全．更

年期 に は 耐糖域 が 低下 しア ド レ ナ リン 高画上糖 を起 し易い

事 を St（》1peri〕，Adler2 ）

が 報 じて 以 来 ， 松枝
3） は去勢家

兎 に 糖國化能の 減 退 を報 じ，室原
4）

は 去 勢家兎 に稍 辷 薯

明 な る⊥陸糖 上 昇を来 た す と し ， 叉 杉木
5〕

は 去勢家兎 に 軽

度 の 血糖降下を認め ，新田
δ）

は白鼠 に於 て 兩側卵輿完全

剔出に依 り著明 な るま色糖降下を認 め卵菓の 糖代謝に 及 ぼ

す影響を指摘 して い る．

　然 し乍ら之等の 影響 に つ い て の 機序は ホ ル モ ン 作用が

直接である か ，
・卵集機能異常が他 の 内分泌腺 ， 副腎，膵

臓 ， 甲状腺，腦下垂体等 に影響 を及 ぼ し糖代謝が 二 次的

に 作用 さ れ る か現在迄推論の 域 を脱 して い な い。

　次 に エ ス トロ ゲ ン，プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 糖代謝に 及 ぼ す

影響に つ い て は，ニ ス ト ロ ゲ ン に つ い て平山
7｝

は卵胞 ホ

ル モ ン 「ギ ナ ン ド
ー

ル ユ で家兎 の 血 糖増加 を認め ， 青

木
E），井倉

9），薪免
1°）

等は卵胞内容 に 血 糖 上 昇作 用 あ り と

し， Rathery，
　Kourilsky 　u ．　GibertLi〕 は卵胞 エ キ ス で

血糖上昇す る と云 う．

織 田
・・は 卵漿間質エ キ ス で血 糖上 昇を，武藤

3〕

は家兎

に於て卵胞ホ ル モ ン 大量 1 囘投與 を行 い 血糖上 昇を認 め

て い る．

　之に 反 し新田
6 〕 は 白鼠に ペ ラ ニ ン を 投與 し』鯖 唐降下を

認め ， 浦木
14 〕

もペ ラニン に て 1時的血 糖降下 を見，室 原
4），

角 田
15 ）は ギ ナ ン ド

ー
ル で同 じく血糖降下を認 め た ．

　織 田
15）

は エ ス トロ ン の 大 量 投 与 で 家兎血糖降下 を 認

め ， 大熊
17 ）

も家兎に 於 て エ ス トロ ゲ ン の 血糖降下作用 を

認め て い る．

　黄体ホ ル モ ン との 関 係では ，織 田
12 ）は 黄体エ キ ス に て

血糖 を軽度 に 降下 ， 武藤
13 ）

は Luteoglandol 大量 1 囘投

與 に て 正常家兎 の 通正糖量を減少せ しめた とい う．

　反 岡林
1s ），井冊

9〕
， 井倉

9｝
， 青木

臼｝ も血 糖 を降下す る

と云 い ，一
方新 田

・・ は 白鼠 に黄体 ホ ル モ ン を投與 し血 糖

の 上 昇を認 め，新免
1°）屯 血糖上昇を，藤本

2° 1
も Oophor

min に て 軽度 の 上 昇を認 め ， 大熊
17 ｝

も亦血 糖上昇作用

を 認めて い る．し か し乍 ら榎太
2L
  織 田

1
叫 ま黄体 ホ ル モ

ン は 血糖作用 に 影響 ない と報じて い る．

　以 上 の 様 に性 ホ ル モ ン の 血 糖に及 ぼ す影響を ま と め て
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み る と卵胞 ホ ル モ ン
， 黄体ホ ル モ ン に 血糖作用があるこ

とは 認められ る が，そ れ が 上 昇か ， 下降 か そ の 作用 に つ

い て の 意見 は
一

致 を見 て い な い ．

　 之 の 糖動揺の 機作が 性 ホ ル モ ン に て 影響 を受 け る な ら

ば ， こ の ホ ル モ ン に よ る糖調節能の変fヒに 由来して 血糖

値 の 推移の 変動が お こ る こ とが 当然考えられ る ．

　 前の 性 ホ ル モ ン の 影響が」血糖値 に 及ん でい る こ とは ，

卵胞 ホ ル モ ン と黄体 ホ ル モ ン の 相互支配を示 して 居 る 月

経 周 期 に應 じて ， 血 糖値な らび に 糖調節能 が 同期的に 変

化す る こ とが 追求 されて 居 る こ とに よ つ て 明らか であ

る．即 ち 血糖値の 推移 と糖同化能 に つ い て松田
22 ）は 血糖

値 は B8T と並 行，糖認容力は月経開始前に低 下す る と

逋べ ， 大熊 17）
は卵胞期 に血糖漸減，黄体期に 血 糖漸増 ，

糖認容力は月経期，卵胞期に増大，黄体期に低下す る こ

とを 認 め．ニ ス トロ ゲ ン
，

プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 作用 を 認め

て い る．

　 し か し H ．Albers2H）

は妊娠時の 糖質代謝の 前提と し

月経周期 の 各期 に わた り糖負荷試驗を行 い ，そ の 同化機

能 と糖尿 を檢査 し， 黄体期 に糖同化能 の 異常を認 め ず．

糖 尿 も認 め ず ， 結局，健康婦人 の 性周期 に あ つ て 糖質代

謝は変化な し と結論 して い る。

　妊娠時の糖質代謝が性 ホ ル モ ン に 関係あ る と云 う事は

單独 に考え る事は出来 な い が，少 く とも血 糖の 変動 ， 糖

調節能 の 変化があ る 事 につ い て は数 k の業績が あ り否定

し得 な い．

　妊娠に於け る、血糖値に っ い て は数多 の 報告 が あ る．

　成書に は 70〜 11    畑 と記 され て い るが，増加説 ， 低

下説， 生 理 的範囲 とす る もの があ る．

　即 ち，保阪
20

は Folin 法 に て 妊娠前半 に 高度増 加

し ， 末期 に 平常に復す る と報 じ， 鬼頭
2
雪ま家兎 に 於て

末 期 に 上 昇す る と云 い ， AltmannZE）
も増加 を報 じ，松

葉
32 ）

は平均91．7田9畑 で対照 の 82，9藍g〜dlよ り高値 を とる と

報じて い る。

　篠田
2η は 百瀬法で家兎 に 於て 妊娠は血糖値 に影響 を及

ぼ さ ない と報じて い る．

　小畑 ・林 2n ），大坪
29 ）は僅か な減少 を ， 石鍋

S°〕は非妊婦

84．6mg／dt， 妊婦平均 68．4〜75．3  ，

’d1で 低値をとる と云

い ，内藤
3L ｝

も妊娠末期 に 生 理 的下界 を と る と して い る．

　河方
3
鰻 ま妊娠前半 期 に 減 少 し後 半期 に 増 加 す る が 生 理

的範 囲 の 動揺であ る と云 っ て い る．

　以上 の 事 か ら著者 は非妊時，妊娠 時，去勢生体へ の ホ

ル モ ン 投 與 と，ブ ドー糖 負 荷 を 同 時 に 行 い 妊娠時 の 糖 調

節機構を檢討し，ホ ル モ ン 環境 下 の 糖代謝 に つ い て 考察

を行 つ た の で 以 下報告す
．
る。

　　　　　　　　第 2 章　臨床実験

　第 1節　実驗材料　実驗方法

　 （1） 健康非妊婦」血糖値は何れ も早朝空腹時に 測定 し

た．

　 （2）　健康妊婦血 糖値は 日大病院産婦人科外来及び入

院妊婦につ い て の も の ， 早朝空腹時肘靜脈 よ り採 血 測定

した ．

　例数は 妊娠各月10例 ， 計 90例であ る ．

　 （3） 血 糖値測定 は Haged ・ rn −Jensen 氏 法 に よ る。

　第 2節　実驗成績

　第 1項　健康非妊婦血 糖値 （第 1表，第 1圖）

　健康非 妊婦人 10例 の 血 糖値 は 103。1±14．8mg！d］ （± は

α ＝ 0．01の 信頼限界 を 示す ， 以下同様）で あ る．

第 上表 　非 妊姙 ・妊 娠 月 別 血 糖 値
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第 1 図 　 非 妊，妊婦 月 別 」血糖 値 分 布 図　　
’
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　 蜂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妊 叛 月数

　第 2 項　健康妊婦月別血糖値 （第 1表，第 1 圖）

　測定例は各月 10例 ， 計 90例．

　平均値 は妊娠 9 カ 月 が 99．3± 12．8mgfdlLcr高 く． 妊娠 10

カ 月が 83．8± 9．1  畑で低 い ．
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　妊婦90例の 平均 は 90．8± 3．15田g／d！であ り，非妊婦人 に

比 し 1 ％の 危險率で低下 が認め られ る，

　妊娠 期 間 を通 じ て み る と妊娠 2 ・3 ・4 ヵ 月 に 5 ％の

危險率で低下 を認 め ，5 ヵ 月は 1％ の 危險率 で低下， 6

カ 月 は 5 ％ の 危險率 で 低下 ． 7 ・8 ・9 カ月 で差は な

く，ユ0 ヵ 月 に て 1 ％ の 危險率で低下 が 認 め られ た，

　即 ち妊娠前半期 に低 下 し後半期 に稍 く恢復し有意差は

無 くな り， 末期に再び有意 の 低下を認めた．

　　　　　　　 第 3 章．動物実験

　第 1節　実驗材料　実驗方法

　 （1） 実驗動物 とし て は体重 120〜 200g の 雌口鼠 ，

妊娠自 鼠，兩側卵災完全 剔除 し 1週間場上経過 し た 白鼠

等 を
一

定期間飼育観察 した 後使用．

　 （2） 投 典 ホ ル モ ン は，卵胞 ホ ル モ ン として は Estra ・

diol　benzoate 　 2　mg ， 黄体 ホ ル モ ン と して Oophermin

luteum　 2   ， 性腺刺戟ホ ル モ ン と して は 下垂体 ・胎盤

性 の Synahorin　10KE を用 い た．

　 （3） 実驗方法

　糖調節能孅査 に は 体重 2009 に 対 し 20％ ブ ドー糖

1，0ccの 割 合で 白鼠尾靜脈 よ り注射．

　一一
定方法で 白 鼠四肢靜脈 を切開露出し ， そ の 部 よ り採

血 ，各肢 1 囘 の 採血を糖負荷前 ， 負荷後 5 分，30分， 1

時間 の 4 囘 と した ．

　 白鼠の固定 に は ラ ボ ナ
ール

et
　．　SAvユ0  を使用 ， 痲醇と

同時 に 固定 し体動及 び 手術侵襲に よ る影響を可及的防止
’

した．

　 血糖値測定は Hagedorn −Jensen 氏法 に 」
・
；っ た ．

　 第 2 節　実驗成績

　 簗 1 項 　非妊，妊娠，卵剔白鼠血糖値 （第 2表，第 2

圖）

　 絶食12時間の 血糖値 を見 る と，非妊時122．3± 6．7  ！dl，

妊娠時 ヱ01± 8．9ng！dt，卵 集 完全捌除 1 週間後 115．9±

11  ノdiであ る．

　 以 上 は 何 れ も尾靜脈採 血 で あ る．

　 こ れ 等 を 比較 す る と ， 非 妊 と妊娠で｝ま 1 ％の 危險率で

妊娠時 の 低下 を認め，非妊 と卵捌では有意差はな く， 卵

剔 と妊娠では 5 ％の 危險率 （1 ％で は然 ら ず）で 妊娠時

に 低 下 を認 め る．

　 卵剔群で は竡1糖値 の 動揺は激 しい ．

　 第 2 項 各群 自鼠血 糖値 に 及 ぼす 性 ホ ル モ ン の 影響

　（第 3表 ．第 3囲）

　　（1） 対照群

　 非妊群 ， 妊娠群，卵捌群 の 亅血糖値 の 変動 は 第 3表 の 如

297− 69

第 2 衷　空腹時 白鼡血 糖 値
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第 2 図　 空 腹 時 白鼡 血 糖 値分布
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第 3 炎 　 ホ ル モ ソ 投 与 と 白鼡 1飢糖 値

対 　 　 　 照

例 　 数 5

Estradiol　benzoate
　 　 　 2  

前 後
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第 3図 　ホ ル モ ソ 投与 前後 の 血 糖値

adiol

ミ

　 　 9 　 5fiIJ　 カ P．

　　に瀟 鬟
Ooρhe厂min 　　　　Sy灯 a／ro厂in

二 4
則 　　　慢 　　目rl　　 後　　前 　　　 後　　前　　　後

くで ， そ の 平均値 の 変動を 推計学的 に檢討 す る と，各群

共 に有意の差は な か つ た ．

　 （2）　Estradiol　benzoate 　2 皿g注射君羊

　注射前後 の 血 糖値 に は各群 に 有意の 差は な か つ た ．

　 （3）　Oophormin 　luteum　 2　nlg注射群

　非妊群，卵剔群 に 血糖増加 を認め た が，妊娠群では 有

意差 は な か つ た ．

　 （4） Synahorin　10KE 注射群

　非妊群，卵剔群 に血 糖増加 を認 め た が ，妊娠群 で は 右

意差は な か っ た ．

　即 ち ，
Estradiol　 benz．に は血糖 へ の 作用 は 認 め られz

な か つ た が，Oophormin ，　Synahorin では 夫 々 非 妊 群，

卵 剔群 に 血糖上 昇作用 を示 した ．

　叉 妊娠群 に 対して は ホ ル モ ン 投興で血糖値 は影響され

な か つ た．

　第 3項　各群 に於 ける 糖調節能

　血 糖の 調節 は肝 自働調節機作 （Seskin ） を 中心 と し

て 行われ，そ して 生 体 の 代謝位相 に 應 じて
一

定の 【白1糖基

準値 に 調節 せ られ る （葛谷 ）．

　叉 内分泌協関は 生 体 の 代謝位相 に應ず る 血糖値を と ら

しめ て糖利用 ， 消費の 動的バ ラ ン ス を保 つ て い る．

　即 ち1血糖値は 生体の 代謝位相 を示 して い る と考えられ．

る の で ，投與糖に依 る血 糖上昇も初 め の 血糖値 に 対應す

る 爲 ， 血 糖値の 絶対値で強討す る よりも，増分率で檢討

す る方が適当である と考え ， 著者は血糖曲線 を初 め の tiff．

糖値 を 100と した 比率で求 め た．比 較を容易 にす る た め

対貝熹との 差を （十），（一）で示 し ， 　（十）は対只賈よ り奄

．血糖 上昇が低 く，認容力 の増強 を 意味 し ，　（
一

）は 1血糖

上 昇 が 高 く認容力の 低下 を示 す もの と し ， 30分 ， 1 時間

の （十 ），（
一
） は 夫々 処理能D 亢進 （十），遲延 （一） を

意味す る もの と した 。

　非妊，妊娠，卵剔白鼠群 に夫k ブ ド
ー
糖靜注 した 時の

5例平均 血 糖値 の 時 間的経過 は第4 表の 通 りで あ る 。

　 （1） 妊娠群は非妊群｝こ比 し糖負荷後 5分では （
一

）

で 血 糖上昇率 は 高 く，30分，1 時間で も （
一
）で高い ．

　 （2）　卵剔群は負荷 5 分 後で は （一） で ， 非妊，妊娠

群 ：こ り高い 面 糖上 昇を示 し，30分，1 時間でも （一）で

血 糖値は高い ．

　即 ち非 妊群に 対 して 妊娠群 ， 卵剔群 に 於 て は 糖負荷 に

第 4 表 　 白 鼡 各 群 　ブ ド
ー

糖 20U  静 注

例 前

非 　 　 妊 　 　 群

妊　　娠　　群

5

5

卵 　　 剔 　　 群 5
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a 　百 分 率　％

血 糖 値   恩

b　 ff 分 率　％

a − b
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120 ．71DO107

．8
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゜
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第 4 図　自鼡 各群 ブ ド
ー糖 200  静注

　　 （初 め の 血 糖値 に 対 す る 百分 率）

％　 塗　 ［ 飜
‘FOO

200

厂00

黠　

対し高血 糖傾向で糖認容力は減退に傾き，又下降率で も

対照 よ り高く糖処理 能 も邏延に傾い て い る こ とが うか が

わ．れ る．

　投與糖 に 対して 血 糖消失は 何 れ も初期1血糖値以 下に な

る こ と が示 さ れ て い る．

　第 4 項 各群糖調節能に 及 ぼ す性 ホ ル モ ン の影響

　各群 に 夫・≒ Estradiol　benzoate，　Oophor 皿 in　lute．

琶m ，Synahorin 投與を行 い ，そ の 後に プ ドー糖靜注 を

行 つ て 各女 5例平均血 糖値 を 求 め ， 時間的経過をホ ル モ

ン 無負荷の 対照群 と比較 し差 を 求め た．

　 （1） 非妊群 に性 ホ ル モ ン を投與 した 場合 （第 5表 ，

第 5囲）

　 （a ） Estradiol　benz ．投與群

　糖負荷に 対 し封照群 より 5分後 の 血 糖上 昇率は （十）

で低 く，
30分 も （十）で低い が ， 1時 間値では （

一
）で

対照 よ り高い．

　 （b） Oophormin 　lut．投與群

第 5 図 　非妊白鴬 ブ ドー糖 200  静 注 と ホ ル モ ソ

　　投 与 （初め の 血 糖 値 に 対 す る 百 分率 ）

％

300

200

］eo

　負荷後 5分では （十 ）で血糖上 昇率 は低 い が ， 30分 ，

1 時間では （
一

）で何れ も対照 よ り高 い ．

　 （c） Synahorin 投興群

　負荷後 5分では （＋）で血糖 上 昇は低 い が ， 30分 ， 1

時間では （
一

）で対照 よ り高い ．

　即 ち非妊群 に対して の ホ ル モ ン 投與は血 糖上昇を 抑制

す る様で あ り ， 從 っ て 認容力は増強 に頓 くこ とが うかか

われるが，処理能では対照に 比し血糖値 が 高 く遲延に 傾

む くこ とが うか がわれ る．

　 （2） 妊 娠群 に 性 ホ ル モ ン を投與 し た場合 （第 6表，

第 6圖）

　 a） Estradiol　benz．投與群

　負荷後 5分では （十） で 血糖上 昇は低 く，30分，1 時

間で も （＋ ）で対照 よ りも低 い．

　 b）　Oophormin 　lut，投興群

　負荷後 5 分では （
一

）で血 糖上昇は高 く，30分，1 時

間で も （一）で対照 よ りも高 い．

e

第 5 表　非妊 白鼡　ブ ド
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第 6表 　妊娠 白 鼡 　ブ ド
ー

糖 20〔）  静 注 　ホ ル モ ン 投 与
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’
fdl

31．9．4299

．5

十 32．7195

95．488

104．5

97．4

d　   分 率 　％ 1DD

一 1．6

a − d

108．2111
．1

0 一 8，2

一1亀
269．4276

．3

十 5．2

’
十 8．5120

1、81．4112 ．7
一20．3 　 　 − 16．2

14ユ 98．4
144．7

十16．1101 − 4．5

第 6 図　妊 娠 白 鼡 ブ ド
ー糖 200  静 注 と ホ ル モ ソ

　 投 与 （初 め の 」血糖 値 に 対 す る 百 分 率）

前弩
前

c）　Syi　ahorin 投與群

員荷後 5分では （十）で血糖上 昇 は 低 く，30 分で も

（十）で低い が； 1 時間で は （
一

）で対照 よ り高 い ．

即 ち ， 妊娠群 に 対して の ホ ル モ ン 投與 は ，
＝ ス トロ ゲ

ン では 血糖の 上 昇 を 抑制 し認容力 は増強 に 傾 き，処 理 能

は 増強傾向が うか が わ れ る。

　プ ロ ゲ ス テ ロ ン では血糖上 昇を抑制ぜ ず認容力は低下

に傾 き ， 処 理 能に は遲延の 傾向が 5かが われ ，
エ ス トロ

ゲ ン と対比 した 作用 を 示 して い る．

　 シ ナ ホ リン では血糖上昇を抑制 し認容力は増強に 傾 く

が ， 処理能では 1 時間値に遲延が うか が わ れ る 。

　 （3） 卵剔群 に性 ホ ル モ ン を投與 した 場合 （第 7表 ，

第 7 圖）

　 （a ）　Estradiol　benz 投與群

　負荷後 5 分では （十 ）で血糖 上 昇 は 低 く， 30 分で も

（十 ）で尚低い が ， 1 時間でぽ （一）で対照 よ りも僅 か

に高 い 。

　 （b）　Oophormin 　lut．投與君羊

　負荷後 5分で は （十 ）で血糖■1：昇は低 く， 30分 ， 1 時

間では （
一
）であり対照 よ り も高 い ．

　 （c＞　Synahorin 投與群

舞 7 表　卵 剔 白 鼡　ブ ド ウ 糖 20〔〕  静注　ホ ル モ ソ 投 与
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第 7 図 　卵剔 白鼡 ブ ド
ー

糖 200  静注 と ホ ル モ ン

　 投 与 （初 め の 血 糖 値 に 対 す る 百 分 率）

％

300

ZOO

100

山　崎

　負荷後 5 分では （
一
） で 血糖上昇は 高 く，30分 ，

1 時

間も （
一一

）で対照 よ りも高い ．

　即 ち，卵挧群 に 性 ホ ル モ ン を投與 した 場合に は エ ス ト

ロ ゲ ン ，
プ ロ ゲ ス テ ロ ン は血 糖．上昇を 抑 制 す る傾向で，

認容力は増強 に傾 く事が うかがわれ ， 処 理能に於 て は対

照 に 比 し血糖は高 く遲延に 傾 くこ とが うかが わ れ る．

　 シ ナ ホ リン では竡［糖上昇は 対照に 比 し高く認 容 力は
一

層低下 させ る様であ り， 処理能に於 て も封照 に 比 し1血糖

は 高 く遲延 さ せ る こ とが うか がわれ る，

　　　　　　　 第 4章 　総括 と考按

　 1）　 1百正糖調節

　血糖調節機廓 こは多 くの 機構があ る が ， そ の 中内分泌

支配 は 特に 密接であ り ，
こ れ を微妙に 調節し ， 生体に有

利な代謝経路へ 糖を與 えて い る．

　肝 の 自働的 血糖値常作用　（Ho 皿 60statische　 Wirk −

ung ）　（Soskin） や ，　 N 血 糖値 は そ れぞれの 代謝位相 に

應じて
一一

定値に恒常 され ， 主として肝を巾心と して 調節

さ れ る （葛谷 ），と云 う事はホ ル モ ン が 働 い て い る場合で

も ，
こ れ と別 に 血 糖値を調節 し て 糖の 供給速度 と消費速

変 に 平衡を保た しめ る．

　 一方 こ れ の み で 内 分 泌 の 支配 は 否定 さ れ る もの で な

く， 葛 谷 は 夊内分泌の 協関は 生体 の 代謝位相 に 應 じて 血

糖値を変動せ しめ る と述べ て い る，

　 夊 こ の 揃儲 値の 変動 を ，
Soskin 等 が 組織 の ブ ドー糖

利用 が 血糖値の 上昇と共に 増加す る こ とを示 した こ と か

ら， 葛谷は 血 糖調節 レ ベ ル の 上 昇 は 組織 の ブ ドー糖利用

を促進し，そ の 低下 は 組織 の ブ ド
ー

糖利用 を抑制す る 生

体 の 適應現象で あ る とも云 つ て い る．

　 代謝位相に 関連す る各 ホ ル モ ン の うちでも．糖調節系

301− 73

ホ ル モ ン ， 例 え ば Insulin，　Adrenalin 　Desoxycortico ．

steron ，　Glycosteroid，110xysteroid ，　Thiroxin ，　ACT

H ，STII 等 は直接，或 い は間接に 糖代謝 に 関連 し血 糖値

を規則せ しめ て い る．

　こ の 規制の も とに で も性 ホ ル モ ン の 血 糖作用 は 緒言に

述べ た如 く，卵欒機能に 関連 して 性 ホ ル モ ン の変動が糖

代謝に も影響 を及 ぼ して い る もの と し， 血 糖値 の 動揺 に

つ い て 報告 して い る もの が 多 く， 叉性 ホ ル モ ン 投與前後

の 血糖値 に差が あ る事は多 くの 実驗に よ つ て 追求せ られ

て い る こ と か ら，性ホ ル モ ン が 糖代謝に関連 を もつ て い

る と云 える．

　本実驗 に 於 て も Oophormin 　lut．，　 Synahorin 投與

に 依 つ て 血 糖値の 上 昇を認め た ．

　性 ホ ル モ ン 投典 で 白鼠血 糖値 の 変動 を来す こ とは，直

接に血糖 に影響す る こ と よ り も，性 ホ ル モ ン の 内分 泌作

用 に は ド垂体 ， 副 腎，或い は鄲 t腺 ， 膵臓へ の 刺戟，抑

制等 を 中心 とす る内分 泌協 関作用が あ る か ら，糖調節系

ホ ル モ ン や ， 他 の 代謝ホ ル モ ン に影響 し ，
こ れ よ り生 体

の 代謝位相の 変動を 来 し，肝に 於 て Glycogenesis ，或

い は Glycogenolysis を 起 し，筋でも Glycolysisを起

す Cori−Cycle の 変動ヵ瀬 L糖値の 動揺と して現われて い

る こ とを意味す る の ではなかろ うか．

　 2） 妊娠時の 内 分 泌 と代謝

　 実驗で得られ た妊娠時の 血糖値が低下を示す事は ， 前

逋の 理 由 か ら妊娠 とい う特異な内分泌環境 に よつ て 変化

し た代謝位相 に 関連 して い る こ とも示暖す る もの と云え

る．

　 妊娠時の 内分泌環境 は 胎盤内分泌作用 も併せ て 非妊時

に 比 し著明 な変動 が あ る事は事実であ る ．

　 妊娠時 に Estrogen，
　Progesteron ，　Corticoid，　ACTH ，

Grothhormone ，　Androgen ，　TSH 等 の 分 泌 が 亢進す

る．

　 之等の ホ ル モ ン は蛋白代謝 ， 脂質代謝， 糖質代謝 ， そ

の 他 の 物質 の 複雜 な代謝へ 影響を與 え て い る．

　 即 ち妊娠時の 内分 泌環境 が蛋白代謝を亢進 さ せ る こ と

は，沢啼教授の 宿題報告
45 ）

に記載され て い る 通 り，妊娠

時に代謝が亢進し蛋白蓄積が 見 られ ， 内面 に於て蛋白合

成，分解が 共 に 亢進 して い る こ とを明 らか に し，特 に ホ

ル モ ン を 妊娠性変化 の 内因 と し ， 蛋白代謝 の 根源 と し て

胎 盤 中 心 に よ るホ ル モ ン 説を主張しそ の 根據を 明 ら か に

　した．

　 夊 脂 質代 謝，糖質代謝 に 於 て も西村
44）

の 宿題報告 に あ

る如 く，妊娠時の 脂質の 攝取 ， 吸收 の 亢進， 妊娠時に ケ
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　トン 体 が 増 量 し ， 且 っ エ ネル ギー源と して ケ トン 体 の 利

用 が 亢進 して い る こ と か ら ， 脂質 の エ ネ ル ギー
源 と し て

の 利用 が亢進す る と述べ ， 夊 糖質代謝 に於 て も ， 糖質

中間代謝系の 酵素活性 より，妊娠時肝 グ リコ ゲ ン 合成亢

進 ，

一
方 に 於 て 分解も尢進 ， 天肝外組織では グ リコ ゲ ン

合成亢進と分解抑制 に 伴い グ リ コ ゲ ン 貯臓量の 増大 が 見

ら れ ， jzエ ネル ギ
ー

源 と して利用 も亢進す る と云い s 叉

胎盤 に於て もグ リコ ゲ ン 合成は初期胎盤に 亢進す る が ，

臨 月 に は 胎盤 自体の 糖質完金酸化 で 著明に 低下 して い る

に 拘 らず ， グ リコ ゲ ン 分解は亢進し， 糖新生も亢進 して

来 る．こ れ ｝ま胎盤 自体 が 有す る エ ネ ル ギ ー
源 を あ げ て 胎

児へ 供給 して 居 る と述べ ，

　
一

方妊娠時 に 糖質 よ リグ リ コ ゲ ン 合成 の みならず 脂

質 ， 蛋 白質 へ の 轉換 も高 ま る と述べ ， 妊嫺 1寺に糖質の 需

要 が増大す る もの と結論 し，之 に 関 し て 胎盤 の 影響を 指

摘 して い る．

　 以上 の逋り妊娠時の 胎盤ホ ル モ ン は母体の 代謝亢進 に

関 與 す る で あ ろ う こ とぽ 明 ら か で あ る。

　 そ して 糖質，脂質 ， 蛋白の代謝は 單独に行われ る もの

でな く密接 な関連 の も とに 代謝 が 行 われ て い る の で あ

る．

　筆者の 実驗に よ っ て得た ，
Oophormin 　lut．

，
　Synaho−

rin の 血 糖上 昇作用 は ， 妊娠時 の 内分 泌 の 規制 で 糖代謝

位相 が 亢進 を 示す 様 な 場合に は見 られず ，か え つ て 妊娠

時に 比 し糖代謝 ホ ル モ ン 優位の 場合 ， 即 ち非妊，卵剔群

に 血糖上 昇が 見 られ た こ とか ら妊娠時に は 既に 性 ホ ル モ

ン の 糖代謝へ の 影響 が あ る こ と を示 して い る もの で あ ろ

うか．

　 こ の 兩者 は そ の 作用 か ら抗 イ ン シ ユ リン 様作用を有す

る もの で あ る こ とが解つ た ．

　3） 性 ホ ル モ ン 環 境 下 の 血 糖調節

　血糖値 自身の 変化は
一一・
般に血糖恒常機構に 從い 強 く

一一

定 に 保 た れ る傾 向が 強 い た め ，更 に ブ ドー糖負荷 に よ る

糖調節能を 檢討す べ きであ る ．

　檢討に際して 糖代謝 に 最 も重要な因子であ る イ ン シ ユ

リン の 作用で実驗成績 を 現象的 に 対比 せ しめ る と．

　糖代謝系ホ ル モ ン と性 ホ ル モ ン 系が 糖調節に関連す る

こ と か ら，兩者を対比せ しめ る と ， 糖負荷 に 対 して 卵剔

群で は認容 力低下が見られ る，こ れ を見 る と ， 糖認容力

の 低 下 を性 ホ ル モ ン の 抑制 が 消失 した と解す る と，性

ホ ル モ ン 系は イ ン シ ユ リン 様 の 作用 を示 す もの と見 られ

る．

　こ の 事は卵挧群 に 性 ホ ル モ ン と して Estradiol，　Oop 一

hor皿 in を投與 し認容 力が増強 せ られ る 事 と対應 し て い・

る．

　 し か し性 ホ ル 幣 ン 系に も各 ホ ル モ ン は互 い に拮抗が 見

られ る の であ る．

　 妊 娠 群 に 投 興 せ る Estradioi，　Oophormin は 互 い に

拮抗を示 し ，
Estradiol は イ ン シ ユ リン ，

　 Oophormin、

｝ま抗イ ン シ ユ リン 作用形成 が見 られ る。

　 先 に Oephormin は 性 ホ ル モ ン 系 と して イ ン シ ユ リ

ン 作用 を 示す と述 べ ，矛盾す る様に見え るが ， こ の 事は

妊娠時 の 糖代謝が性 ホ ル モ ン 系 と糖調節系 ホ ル モ ン との

間 の 平衡 に よ る もの とすれぱ ， 性 ホ ノレモ ン 投興 こ よ り性

ホ ル モ ン 系内の 不均衡 と して，そ の 投興 ホ ル モ ン 自体の

作用 が 強 く現わ れ た 現象ではない カ・と考 え られ る．

　 以一』の 様 に 性 ホ ル モ ン 投與は糖調節 に 対し種攻 な影響

を 與える が そ の 変動 を明確に 幗む事は困難であっ た 。

　 4）　妊娠と糖調節

　妊娠 時に 血 糖低 下 と，糖認容力の 低下傾向， 処理 能の

低 下 遲延傾向が 見 られ る事 ， 実驗で得 られた 性 ホ ル モ ン

の 血糖へ の 影響が あ る事 は糖代謝 ホ ル モ ン 系の み で調節

は 行 わ れ て い な い こ とを 示 し て い る ．他の 文献に記載さ

れ る性 ホ ル モ ン の 妊娠時糖代謝 へ の 影響は，Estrogen

は 下垂 体前葉を揖1制し低血 糖を起 し，反膵 ラ 氏島 hSUHn

分泌を促進 す る し，Progeste 「on は血 糖」・昇作粥 を 有

し sGonadotropin は 副腎皮質 を 介 して 糖代謝に 関連 す

る t 胎盤中来 の FSH は 副腎皮質 を 刺戟す る し，5（AC
TH ，　 TSH も副腎に 刺戟を 與える．そ の 他副腎皮質の

刺戟 は．妊娠時 の 機能亢進 と 相俟 っ て ，
Gly ：osteroia

’

を 分 泌 g 血 糖上 昇せ しめ ，110xysteroid も亦直接，間

接 に STH を通 じ膵 Glucagon を 分泌， 糖動員 を行 う

と云 う．

　之 に 反 し Desoxyc 。rticosteron は 直接」1糖降下 を

し ， 叉問接的 に 下 垂 体 ACTH の 血糖上 昇作用 を抑制す

る ．

　以 上 の 様 に性 ホ ル モ ン ，妊娠時 の胎盤 ホ ル モ ン は複維
に 糖代謝へ 影響を與 え る が，

代謝 蜘 t進 へ
， こ れ 等 の ホ ル モ ン が 合目的的に 働 い て

い る こ とは 間違 い ない ．

　妊娠 時 の 血 糖低 下 も，代謝の 亢進 か らみ る と妊娠時に

は よ り以 上 の 糖質 を 要求 す る 爲糖質不足 を 示す こ と を意

味す る し，交 肚盤 の 利用 か らみ る と，生 体 の 適應現象即

ち 低 血 糖では 糖消費も低下す る こ とか ら s．母 体 の 糖消費

を抑制 し胎盤 へ の 経路 ¢ 爲合 目的的 な並し糖低下 であ る と

も云 える．
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　こ れ等 の 事 も性 ホ ル モ ン が，そ の 合目的性 か ら糖代謝

に強く協関 し て 有利な代謝へ の 調節を行 つ て い るの であ

ろ う．

　以上 本実驗では 血 糖値 の 推移 が 性 ホ ル モ ン で影響 され

るの で ， 妊娠時 の血．糖調節に もホ ル モ ン 環境 が 手傳 っ て

い る であ ろ うこ とを推察 し た 次第で あ る．

　　　　　　　 or　5 章　結　　論

　 （1） 健康非妊婦 崛糖値 は 1．03．1± 14．8  戸dlであ る．

　 （2） 健康妊婦血 糖値 は 90．8±3．15ngfdlで非妊時に 比

し低値であ う・

　 （3）　…非…寡壬巨ゴ鼠空腹時血糖値1ま　122・3：ヒ6．？lmgfdiであ

る ．

　 （4） 妊娠 白鼠空腹時血糖値は 101± 8。9mgfdlで非妊

時，卵剔時 よ り低い．

　 （5）　写卩易駈自鼠空 町夏時血 糖値 は　115，9土 1工田g／dlでヲ巨妊

白鼠 と有意差 は な い ．

　 （6） Estradio1
’
benzoate 投與は白鼠血糖値 に影響

しな い ．

　 （7） 0 ・ph ・ rmin 　 luteum，　Synah ・ rin 投與 は 非妊・

卵剔白鼠の ⊥fiL糖上昇を来たすが ， 妊娠白鼠 に は影響しな

い 。

　　（8）　Estradiol　benzoate ，　OophQrmin 　Iuteum，　Sy．

nahorirL は 白鼠糖調節能に 関連があ る と考え られ る ・

　　（9） 妊娠 ll寺に 血糖値 が低下す る こ とを先ず実証 し ，

つ い で そ の 原因に 妊娠 時 の 特 異的 な内分 泌環境がどの 程

度に 関與 して い る か を檢 索す る た め に動物実驗 を 行い ．

上 記 の 様 に 性 ホ ル モ ン が血糖値及 び糖調節能に関連 レて

い る こ と を明ら か に す る こ と が出来 た の で，妊娠時 の糖

代謝の 特異現象 に は 内分泌因子が関與 して い る こ と を推

定す る こ と が出来 た が ， そ の 詳細 は 今後 の 研究 に俟た ね

ば な らな い ．

　 稿 脊 終 る に 臨 み ， 終始御懇 篤 な る 御 指 導 ，御 校 閲 を 賜

っ た 恩 師沢 崎 教授 に 深 甚 な る 感謝 の 意 を 捧 ぐる と と も

に ，種 々 に 御 配慮を 頂 い た 福井助教授 及 び 教 室 員 各位 に

深 謝 致 し ま す ．

尚本論文 要 旨は 第136回 日大 医学 会 例会 に て 発表 し た L
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